フッ化物洗口推進事業モデル校説明会

日時：７月９日（月）

場所：岩見沢市立東小学校(佐野博之校長：12学級、児童数約380名)
岩見沢市ではこの秋から３つの小学校がモデル校として選ばれフッ化物洗口が開始される。この日は東小学校において、教職員対象の説明会が行われた。

出席は養護教員を含め教職員20名程と教育委員会から若干名、岩見沢保健所秋野先生、学校歯科担当理事工藤泰裕先生、学校歯科医渡辺寿幸先生であった。
まず秋野先生から、実際の動画、フッ化物洗口の有用性、安全性についての説明、北海道や空知の状況等が示された。
現在岩見沢市内全幼稚園・保育所の90.4パーセントの希望者（２３年度実績）に対しフッ化物洗口が行われており、小学校のアンケートでも９２％の児童から希望が出されているとのことである。空知では今年度中にほとんどの町で準備が整うのではないかと述べられた。
引き続いて質疑応答の時間がとられ、秋野先生が丁寧に応答されていた。質疑応答の内容は下記に示す通りである。

フッ化物に欠乏症はありますか

----研究段階だがあると聞いている
危険性がある物質は体に入れたくない

----—どんな物質でも過剰はだめで、適量をとることが大切ではないか

試薬名は？

----フッ化ナトリウムです

ＷＨＯで６歳未満には禁忌と書いてあると聞いているが？

-----水道水にフッ化物洗口の５倍の量が含まれる米国での話であり、日本とは事情が異なると日本国内の学会で見解が出されている

誤飲すると危険だから吐き出さずにぶくぶくうがいで済ませているのでは？

-----飲み込み続ける方法もあるが、飲み込む必要はさほどない

使用済みフッ化物の処分による環境被害の可能性は？

-----市内全小学校で使用したとしても数百グラムの規模で、石狩川の水流に数百キロのフッ化物が含まれていることを考えると全く影響がないと考えられる

先ほどの良いデータにはフッ化物洗口以外の要因が除かれていないのでは？

----他の要因を多変量解析で補正したデータでも効果ありと出ている
40年の実績がありながらも反対意見が消えないことにどう思われますか？

----米国では「はしかワクチン」が「自閉症」を引き起こすという誤った情報が流れ、非常に多くの誤解や悲劇を生んだことがあり、同様に科学的根拠に基づかない無責任な情報がネット上に残っていることは多くあることで、どうか冷静にご判断いただきたい
本当に安全と断言できるのでしょうか

----日本で40年、米国で70年安全が確認されていますが、腹痛等をフッ化物洗口のせいと勘違いされる父母が出てくる可能性があり、そのような場合は保健所で対処するので速やかに連絡いただきたい

目標値はありますか？
----病気なのでもちろん０です

歯磨き指導や食習慣の改善よりフッ化物洗口が優先して行われるのは何故？

----もちろん大切だが、過去に効果が出ていない

この後も教育委員会への質問等があり、終了予定時刻を大幅に超えた。
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